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Abstract
Wealth distributions in many countries are known skewed, reflecting that the majority of the total wealth is owned by
a small number of people. The onset of this kind of unevenness in the wealth distribution is studied based on the addi-
tive and multiplicative randomwalk models. The wealth distribution is shown to be given by a normal distribution for
the additive randomwalk and by a log-normal distribution for the multiplicative randomwalk. The associated analytical
expressions for the decile distribution and the Gini’s coefficient are derived. The envelope of the decile distribution is
represented by a linear line for the normal distribution and by a power-law (the Pareto distribution) from the log-
normal distribution. Furthermore the Gini’s coefficient is found bounded by an upper limit for the additive ran-
domwalk and not bounded for the multiplicative randomwalk. A reasoning is made that the unevenness is ”acceptable”
for the additive randomwalk and “unacceptable” for the multiplicative randomwalk.
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1．は じ め に
昨年の “Occupy the Wall Street Movement”1）
以来，世界中で格差是正が大きな問題となり，そ
れ故に格差を生み出す原因の特定が大きな課題と
なっている．
格差問題はすでに 19 世紀後半にパレート2）に
よってイタリアでは土地の 80％が人口の 20％に
よって所有されていると指摘され，パレートの 80
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－20 の法則として知られているものである．所
得の配分問題は人類の歴史の中心的な問題であっ
た3）ものの，計量的な分析はデータが提供される
ようになるまで待つほかはなかった．20 世紀半
ばごろまでは，所得分布は正規分布といわれてお
り，社会は平衡状態にあると理解されていた．20
世紀後半には，カオス理論，フラクタル理論など
が興り，同時に金融が経済をけん引するようにな
って，所得分布が正規分布から外れていることが
指摘され始めて，格差が改めて大きな問題として
取り上げられるようになり，モデル研究4）や計量
研究5）が行われてきた．
社会はさまざまな職種によって機能化されてお
り，そのどれが欠いても社会の円滑な運営に支障
をきたすという意味で職種に優劣はないはずであ
るが，実際には職種に必要な知識・技能を養うの
に必要な教育投資を回収するため，所得には格差
が生じることとなる．また職種によって社会的責
任の大きさが異なることを以って，賃金格差を必
然とする向きもある．しかしこうした格差はいわ
ば「許容できる格差」である．
“Occupy the Wall Street Movement” の “We
are the 99%.” というキャッチフレーズは，社会
全体の富の 1％を人口の 99％で分け合っている
という主張であり，Davis 等6）の研究によって明
らかにされたような世界の富の 90％が世界の人
口の 10％によって所有されている現実に対する
「異議申し立て」である．こちらは「許容できな
い格差」というべきものであろう．
本論文はこれらの「許容できる格差」と「許容
できない格差」の生成メカニズムを解明する試み
である．
経済の根幹にある生産は，加算的な生産様式
と，乗算的な生産様式とに分けられよう．加算的
な生産様式と乗算的生産様式を分けるものは拡大
再生産過程を内在するかどうかである．自然漁業
（養殖をおこなわない）は加算的生産であり，農
業は乗算的生産である．製造業も金融もまた乗算
的生産様式である．再生産率を自由に制御できる
製造業は効率の良い乗算的生産である．金融の再
生産率は利子率によってきまっている．乗算的生
産には「利益が利益を呼ぶ」メカニズムが埋め込
まれているが，縮小再生産も同時に埋め込まれて
いるので，リスク管理が求められる．
経済はまた交換によって成り立っている．貨幣
を媒介とした等価交換が基礎であるが，賃金も労
働の対価である点で交換である．価値は属人的な
ものであり，等価交換は客観的なものではないの
で，価値の非対称交換が生まれる．これは加算的
である．
本論文では，加算的経済活動が「許容できる格
差」しか生まないのに対して，乗算的経済活動は
「許容できない格差」を生み出すことを明らかに
する．加算的経済活動は交換を念頭に置いた経済
活動で，加算的なランダムウォーク（酔歩）とし
て定式化される．一方，乗算的経済活動は投資
ゲームを念頭に置いた乗算的ランダムウォークと
して定式化される．
加算的経済活動の結果生じる資産分布は正規分
布に従うことが示せるが，正規分布は誤差分布で
あり，いわば格差が誤差の範囲にとどまっている
ことを示すという意味で「許容できる格差」とい
うことになろう．一方，乗算的経済活動の結果生
じる資産分布は対数正規分布であり，ロングテイ
ルによって特徴づけられるから，少数の大資産家
と大多数の小資産家からなる世界を記述し，「許
容できない格差」を表しているといえる．
第 2節では，加算的ランダムウォークの確率分
布が正規分布であらわされることを示し，第 3節
では，乗算的ランダムウォークの確率分布が対数
正規分布で表現されることを示す．第 4節では，
加算的・乗算的ランダムウォークに基づく経済活
動のシミュレーションを行い，結果としての資産
分布がそれぞれ正規分布，対数正規分布になるこ
とを示し，それぞれに対する 10 分位分布，ロー
レンツ曲線，ジニ係数を求めた．加算的ランダム
ウォークによる確率分布が対数正規分布であらわ
されることは中心極限定理から直ちに導ける7）こ
とが示されているが，ここではキュムラント展開
によって求めたものである．第 5節では，正規分
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布と対数正規分布から 10 分位分布を求め，10 分
位分布の包絡線は，正規分布に対しては直線，対
数正規分布に対してはべき則（パレート分布）に
従うことを示した．第 6節では正規分布・対数正
規分布に対するジニ係数の解析的表現を求めた．
対数正規分布に対するジニ係数は文献（7）で求め
られたものと一致している．まとめの議論は第 7
節で行った．
2．加算的ランダムウォーク
コインをトスして表が出れば右へだけ，裏
が出れば左へだけ進む 1次元ランダムウォー
クを考える．ステップ幅は一定とする．回
トスした時の位置をとすると，回目にお
ける位置は
 （1）
とあらわされる．ここでは







 （2）
で定義されている．式（1）は，回目のコイン
トスでにある確率が，それまでの軌道の履
歴のうち，回目のトスによる位置だけに依
存して決まるマルコフ過程であることを意味して
いる．これから，回目のトスで位置にある
確率を	で表わすと，回目のトスで
にあるためには，回目のトスでか
にいなければならないから，
	





	



		  （3）
となる．この式のモーメントをとると
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 	  （5）
ところで
 


	


	
 
 
であることに注意すると
  


 
 （6）
 
 

 


 
 


 

（7）
となる．  は原点からの距離の自乗の平均
値であるから，到達距離はトスの回数の平方
根に比例していることが分かる．
2.1 差分方程式の解
差分方程式（3）を逐次代入して期の確率分布
	を初期値
	で表わしてみると
	






		
 （8）
を得る．
初期には原点にいるとして初期値を関数

		 （9）
に選ぶと
	






		 （10）
となるが，これは超関数なのでモーメントをとる
ことに意味がある．
式（10）は差分方程式（3）から直接求めることが
できる．	をフーリエ展開して
	

	
 （11）
とおくと，式（3）は
	




	





 
	







	
	
	 （12）
初期値を関数に選べば，フーリエ変換は
	
	
	




 （13）
で与えられるから，式（12）は
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となって式（10）が得られる．
ここでとの平均値を求めておこう．
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ただし




を使った．
2.2 確率分布の連続体近似
上で求めた離散確率分布を連続確率分布で近似
することを考えよう．確率変数が確率 1/2 の 2
項分布 に従うときの確率変数の平均値
と分散は





で与えられるから，が大きい時の確率分布は正
規分布で近似できて，


	 

 

 （17）
で与えられる．これから式（10）はに関する和
を積分で置き換えて，
 
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
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
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 

 


 
  （18）
と与えられる．これは先に式（15）と（16）で求めた
平均値と分散を持つ正規分布となっている．こう
して加算的なランダムウォークは連続体では正規
分布で表現される．もちろんこれは式（3）の連続
体近似から直接求められる．式（3）から






   （19）
をつくり，両辺をそれぞれ
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
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	
 
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	
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と近似すれば拡散方程式
	
	



	
	
 （20）
を得る．式（18）はこの拡散方程式の解である．
3．乗算的ランダムウォーク
ここでは位置に依存してステップサイズが変化
するような 1次元ランダムウォークを考える．ス
テップサイズはトスをした時の位置に依存すると
して，回目のトスでにいるとすると，
回目のトスでのステップサイズは	を一定と
して	で与えられるとする．このとき回目
のトスにおける位置は式（2）を使って
		 

 
	  （21）
と表わされる．ここでとおいた．この両
辺の対数をとると
				 
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


  （22）
となるから，とおいて



  （23）
を考える．回目のトスで位置にいる確率密
度関数を で表わせば，式（23）から
  


 （24）
となる．これから密度分布	は
の
期待値
	    

（25）
で表されるから，確率変数のキュムラントの計算
に帰着する．キュムラントは
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（27）
と表される．ここでは次キュムラントで
モーメント  で表現され，4次までの
キュムラントは
 （28）

 （29）
			
	 （30）



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 （31）
と表される．は平均値，は分散である．
モーメントは以下のように計算される．
 


	 
 （32）
は回のトスの結果を全て考慮すればよいから，
式（32）で に関する和は回の表と回の裏
の組み合わせを指定するに関する和に変えれ
ばよい．従って式（32）は
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同様に
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   

 



 
	 （36）
ただし









	
を使った．これから 2次のキュムラント（分散）
は



	


  

 （37）
となる．3次のキュムラントは


 （38）
4 次のキュムラントは
			


	




 
	
 （39）
となって，	に対して
となると
してよいので，密度分布は 2次までのキュムラン
トで精度よく表されるとしてよい．式（25）から密
度分布は，とを平均値と標準偏差として，
	





 

	

 （40）
と求められて，正規分布となる．とはの
関数であるから，密度分布関数はピーク値と幅を
大きくしながら，変化していくこととなる．
式（40）は，確率変数が平均値，分
散を持つ正規分布に従うことを示しているが，
このことは式（23）から明らかなように，確率変数
が共通な確率分布に従う互いに独立な確率変
数の和で記述されているので，中心極
限定理によっても結論付けられるものである．
これからは対数正規分布
 



	

 （41）
に従うことがわかる．
4．ランダムウォークと富の偏在
昨年ウォールストリートが若者に占拠されたこ
とをきっかけに，瞬く間に世界に「格差是正」を
求める運動が広がった．富の偏在は古くからパ
レートの 80-20 の法則として知られており，格
差を生みだすメカニズムの解明と格差を是正する
ための手立てがさまざまに議論され続けている．
市場経済においては富の配分は交換を通して行
われる．賃金は労働の対価であり，消費や投資は
貨幣を媒介とする必要や欲望の交換である．通常
交換は等価交換であるから，交換によって富の偏
在が起こるとは考えにくい．それでも必要は個人
の属性であり，したがって価値も個人の基準に基
づいているので，交換における等価性は主観的な
ものであり，個人は交換によってランダムにその
資産を増減させることになり，この過程の反復的
集積として格差が生まれる．つまり等価性からの
揺らぎをランダムウォークとして記述できる．こ
れは加算的ランダムウォークモデルと位置づけら
れる．しかしこの過程では収穫逓増的な富の集中
が起こることは期待できない．収穫逓増的な富の
集中の起源は，富を生み出す（喪失する）乗算的
交換過程にあるとするのが自然であろう．つまり
リターンやロスが個人の資産に比例して生ずるよ
うなフィードバックループで結ばれている過程で
あり，これはステップサイズが位置に依存して決
まるような乗算的ランダムウォークである．
ランダムウォークには第 3節で見たように，加
算的ランダムウォークと乗算的ランダムウォーク
があり，確率変数はそのタイプに応じて正規分布
か対数正規分布に従うことが示された．ここでは
シミュレーションによってそのことを確認してお
こう．
4.1 加算的ランダムウォークと資産分布
簡単のため，式（1）で記述される一定のステッ
プサイズを持つランダムウォークを考える．式
（1）を次のように書き直すと，
 （42）
を期における個人の資産，を毎期の
投資額として，成功すればのリターンを受け
取り，失敗すれば投資額を失うような投資行
42
図 1 加算的酔歩の資産対人口分布（） 図 2 加算的酔歩の資産対人口分布（）
図 4 加算的酔歩の資産の 10 分位分布（）図 3 加算的酔歩の資産の 10 分位分布（）
図 5 加算的酔歩のローレンツ曲線（） 図 6 加算的酔歩のローレンツ曲線（）
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動と読み替えることができる．この投資において
はリターンとロスは等確率であり，機会は均等と
解釈できるが，人が参加した時の全資産の期待
値は保存されるが，毎期の全資産は保存されな
い．投資ゲームに参加する人の初期の資産は
等しくとし，各人は毎期投資に参加
するものとするが，資産が投資額以下になっ
た時点で，借金してゲームを継続するのではな
く，退出することとする．
として式（42）
を数値的に解いた結果を図 1-2 に示す．横軸は
資産で単位は，縦軸は総人口比率である．人
口分布はでは初期の資産額にピークを持
つ幅の狭い正規分布をしているが，にな
ると幅の広い正規分布となる．つまり初期に平等
であった資産は，投資ゲームによって資産の配分
に偏りが生じ，格差が生まれていることがわか
る．
格差を可視化するためには資産に対する人口分
布より，資産の分位分布が使われることが多い．
資産の多い順に並べ直して，資産の多いほうから
順に人ずつをひとまとめにしたもの
を 1分位として計 10 分位をつくり，横軸に分位
を，縦軸に分位ごとの資産合計をプロットしたも
のが図 3-4 である．
図 3-4 から，では総資産の 14％が総人
口の 10％の人々に配分されているのに対し，
では総資産の 16％が総人口の 10％に占
められていることがわかるが，格差の拡大過程は
 に比例してゆっくりである．格差はジニ係数
で指標化されるが，これは累積分位分布を総資産
で規格化したものを分位比率に対して図示して作
られるローレンツ曲線と対角線で囲まれる面積の
2倍として求められる．図 5-6 は図 3-4 に対す
るローレンツ曲線である．通常，ローレンツ曲線
は，資産の小さい順に並べて作った分位分布の累
積分位分布から作るので，対角線の下側にできる
が，図 5-6 は分位分布を資産の大きい順に並べ
て累積分位分布を作ったので，対角線の上にでき
るが，ローレンツ曲線と対角線で囲まれる面積に
は変わりはない．ジニ係数はに対して
であるのに対し，ではであ
る．
4.2 乗算的ランダムウォークと資産分布
ここでは資産に比例した投資を行い，成功すれ
ば投資額の 2倍を得，失敗すれば投資額全額を失
うという，ステップサイズが現在位置に比例して
決まるようなランダムウォークを考える．この資
産ゲームは，期目の番目の個人の資産を
として

 （43）
で記述される．初期にはすべての個人の資産は同
じとし，人が参加するとしてお
く．
以下は,,として行っ
たシミュレーションの結果である．図 7-8 は資
産に対する人口分布で，図 9-10 は資産の分位分
布である．加算的ランダムウォークと違い，ここ
では少数が収穫逓増型のリターンを受けるのに対
し，大多数が資産を急速に失うことが示されてい
る．これは大きな資産を得ればリターンはますま
す大きくなり，資産を失うとロスは小さくてもリ
ターンも小さくて失地を回復することが困難だか
らである．図 9-10 から，分位分布はべき分布と
なり，指数はで	, で

である．第 1分位にはで総資産の 20％
が，で 40％が集中している．図 11-12
は図 9-10 に対応したローレンツ曲線である．ジ
ニ係数はで

,でである．
これからも格差は時間とともに拡大していること
が分かる．
5．資産の分位分布
5.1 正規分布の分位分布
分位分布グラフの包絡線が直線であらわされる
のは資産に対する人口分布が正規分布で与えられ
るときである．平均分散を持つ正規分布
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図 8 乗算的酔歩の資産対人口分布（）図 7 乗算的酔歩の資産対人口分布（）
図 9 乗算的酔歩の資産の 10 分位分布（） 図 10 乗算的酔歩の資産の 10 分位分布（）
図 11 乗算的酔歩のローレンツ曲線（） 図 12 乗算的酔歩のローレンツ曲線（）
図 13 正規分布から作られた資産降順分位分布 図 14 対数正規分布から作られた資産降順分位分布
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 
 


を考えよう．分位の境界をとし
て小さい順に並べると，各分位の人口は等しいか
ら










 

 （44）
となる．ここでである． 
とおいて書き換えると


  


となるので，
  
に注意すると
 

 （45）
を得る．これから分位の境界は誤差関数の逆関数
としてあらわされて



 

  （46）
となる．一方，分位の資産合計は







 


  	 （47）
であらわされる．分位は資産の小さい順に並べた
ので，順序を逆転させてに対する依存
性を数値的に求めると図 13（  ）の
ようにほぼ線形に依存していることがわかる．
5.2 対数正規分布の分位分布
格差が大きい時には分位分布グラフの包絡線は
べき乗則に従うことを見ておこう．対数正規分布
 
 




を考える．先と同様に
分位の境界をとして小さい順に
並べると，各分位の人口は等しいから，
として






 

 
 

 （48）
となり，



 

 （49）
を得る．これから分位の境界は誤差関数の逆関数
としてあらわされて


 

  （50）
となる．
一方，分位の資産合計は





  

  
 

   （51）
であらわされる．分位は資産の小さい順に並べた
ので，順序を逆転させてに対する依存
性を数値的に求めると図 14（  ）の
ようにベキ乗則に従っている．
6．資産分布とジニ係数
通常資産に対する人口分布が求められるが，格
差を問題にするときには分位分布を求めてそれか
らローレンツ曲線を描き，ジニ係数を求めること
が多い．これは分位分布が全資産の何パーセント
を全人口の何パーセントが占めているかを端的に
示してくれるので，視覚的にわかりやすいという
理由である．しかし，ジニ係数はデータセットの
中での配分の仕方の違いを反映しているもので，
データから直接計算できるものである．
小さい順に並べた個のデータの
散らばり具合の尺度に，データの対ごとの隔たり
	
 の平均



	
 



	
  （52）
を平均差（mean difference）というが，この平
均差と平均値

	

	 （53）
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の 2倍の比
 





 


  （54）
をジニ係数として定義する．すべてのデータが同
じ値をとれば平均差はゼロであるからとな
る．であれば，データの値はすべてのデー
タが同じ値をとるわけではないことになる．これ
から所得などの分配の格差を定量化する指標とし
て使われるようになった．以下では資産分布が与
えられているときにそのジニ係数を計算してみよ
う．
6.1 正規分布のジニ係数
まず資産分布が次のようなに対し
て定義されるガウス型分布で与えられている場合
を考えよう．
 （55）
もしが十分大きければ，正規分布としてよ
く，は平均値，は標準偏差としてよい．しか
しが大きくなければ，やの意味は平均値
と標準偏差によって表される量となる．そのため
初めに平均値と分散を求めておく．まず規格化定
数 は条件




 （56）
から，
 
 	


と決まる．ただし	
は誤差関数で
	
 





 （57）
によって定義される．の極限との
近傍での誤差関数は
	
	
 

	 


（58）
で与えられる．平均値	と	は
	







	 
 	


 （59）
	



		 
 	


（60）
で与えられるから，分散は
		
 
 	


  （61）
となる．
で	, である．
ジニ係数は次で与えられる．
 
	





 

 

	





 	
 

	


 


	
	




	


	




 
 
	

 	

	

	
 （62）
したがって
のときは
 

 （63）

に対しては
  （64）
となる．図 15 は，正規分布（）に対する規
格化されたジニ係数の依存性を示す．
加算的ランダムウォークに対しては，式（15）－
（16）から だから，が大きくな
るとジニ係数は式（60）に近づく．したがって，分
散はとともに大きくなるが，ジニ係数には上
限が存在することになる．加算的なランダムウ
ォークは単利の貯蓄と同等で，リターンとロスが
個人においてバランスしているため，収穫逓増的
な挙動は現れないからである．
6.2 対数正規分布のジニ係数
次に対数正規分布に従うデータセットに対する
ジニ係数を求めよう．対数正規分布は
 




 （65）
であるから，平均値	は
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で与えられ，したがってジニ係数は
 






   
 








 
	
 






   （67）
となる．図 16 にジニ係数の分散依存性を示す．
ガウス型分布に対するジニ係数がの関数であ
るのに対して，対数正規分布に対するジニ係数は
だけの関数となり，が大きくなるとジニ係数
は 1に近づくことがわかる．
は式（40）で与えられるから，	に対し
て
となる．これから
が大きくな
ると，すなわち時間が経過すると，最大格差まで
拡大していく．もちろんジニ係数が 1になる前
に，多くは資産を失い投資ゲームに参加できなく
なるし，社会の大多数の富を得た者にとっては，
それ以上投資ゲームに参加する意味を失うので，
現実的にはジニ係数が 1になることはない．乗算
的ランダムウォークモデルは格差の本質的起源を
明らかにしえたものの，極端な破滅的格差を解消
するメカニズムを必要としているといえよう．
7．ま と め
本論文では，加算的ランダムウォークと乗算的
ランダムウォークを格差生成メカニズムのモデル
として定式化し，それぞれのモデルが与える資産
分布が正規分布，対数正規分布になることを示
し，正規分布，対数正規分布に対応する 10 分位
分布，ジニ係数の解析的表現を求めた．
経済の歴史は，採取・狩猟，農耕，手工業，工
場制手工業，工場制機械工業と生産様式を変化さ
せ，市場経済システムを整備しつつ，効率性を探
求してきたが，効率性の向上の源泉は乗算的生産
様式に根差すものであり，それは同時に規模の経
済の追求につながる不断のイノベーションを必要
とするものでもあった．
ICTの発展により規模の経済を念頭に置いた
大量生産から個性的個人を対象にした多品種少量
生産への転換が図られると予測されていたが，イ
ンターネットは規模の経済をこれまでより容易に
促進する役割を果たしてもいる．乗算的生産様式
は規模に依存してより効率的になるものであるか
ら，格差は規模の経済の展開とともに必然的に生
み落とされてきた鬼子といえる．
資産分布が誤差分布としての正規分布であらわ
されるような加算的経済活動に対しては，格差は
生成するものの上限があり，税金による再分配8）
を考慮することで「許容できる格差」の社会を維
持することができよう．一方，資産分布が対数正
図 16 対数正規分布に対するジニ係数の依存性図 15 正規分布（）に対するジニ係数の依存性
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規分布になるような乗算的経済活動に対しては，
「許容できない格差」を持つ社会として立ち現れ
る．こうした系に大きな累進率を持つ累進課税や
バフェットルール9）を適用することで，少なくと
も数値実験的には資産の不均等な配分の緩和が示
されている8）.
本論文で取り上げられたモデルは，ランダムウ
ォークに基づいた単純な所得配分・投資ゲームで
あるが，それは格差の本質を把握するためであ
り，一方において持続的な社会として存在するた
めに必要な装置についての議論が必要である．税
による再配分過程を取り込むという「外部的なメ
カニズム」ではなく，システムを自律的に持続さ
せるメカニズムをモデルに付与することである．
全資産の大半が一部の人々に配分されれば，市場
の有限性を考えれば，全体の需要そのものが縮小
し，経済の縮小が起こる．つまり規模の経済は需
要の規模に敏感に依存しているものであり，大多
数の人々の資産には下限が存在し，ひるがえって
一部の人々の資産にも上限が存在することにな
る．投資ゲームに即して言えば，資産が投資額の
下限を下回れば，投資ゲームから退場する人が増
えて，縮小する投資市場の中でいずれ投資ゲーム
は持続性を失ってしまう．成長する市場であって
さえも，乗算的メカニズムは徹底して「富める者
はより富む」論理を貫徹させるであろうから，い
ずれ社会は極端なゆがみにあえぐことになるか，
その前にバブルがはじけて低迷するかである．し
たがって誤差的格差は許容するとして，極端な格
差を是正するように働く内的装置がありうるのか
をまずは問うべきであろう．つまり経済は，ある
種の均衡が自己無撞着に決まるような自律系とな
っているかという問題である．モラルサイエンス
としての経済学が「神の手」を市場の機能として
期待した理由と同じである．
加算的ランダムウォークによる資産分布はジニ
係数に上限があり，均衡が存在しているが，これ
は正規分布が基準化によってパラメータによらな
い標準正規分布に帰着することを反映していて，
ジニ係数が一つのパラメータで表されるから
である．加算的生産様式が支配的であった時代と
乗算的生産様式の黎明期にあっては，格差は誤差
として調和的であったといえよう．一方，乗算的
ランダムウォークモデルから求められる対数正規
分布のジニ係数は分散だけで決まり，ジニ係数は
社会の破綻を意味する最大値 1まで取れることに
なる．現実的には，ジニ係数が 1に近づく前に社
会に破綻が訪れるから，ジニ係数に閾値を与え，
自律的に自己制御するような「神の手」のメカニ
ズムの同定が求められる．
本論では所得と資産の区別をすることなく議論
してきたし，消費についても言及しなかった．ま
た「公正な格差」を正規分布であらわされるよう
な資産分布としてきた．乗算的経済が正規分布を
生み出しえないことを前提にした時，「公正な格
差」の基準を正規分布に求めるのは実際的ではな
いと言えるが，乗算的経済を基本的骨格としなが
らも加算的配分に結果するようなシステムは存在
するかという問いは，持続的経済を志向する限
り，現実的意味を持ち得るであろう．
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